
    

平
成
二
十
九
年 

春
彼
岸 

 
 

三
月
十
七
日
～
二
十
三
日 

 

 

期
間
中
に
、
家
族
で
墓
参
り
を

し
ま
し
ょ
う
。 

  

彼
岸
法
要 

 

三
月
十
二
日(

日)  

十
一
時
～  

初
彼
岸
の
方 

  

こ
の
春
に
初
彼
岸
を
迎
え
る
方
は
、

昨
年
の
秋
彼
岸
以
降
の
御
命
日
で
、

四
十
九
日
法
要
を
終
え
て
い
る
方
に

な
り
ま
す
。
個
別
に
案
内
は
送
付
い

た
し
ま
す
が
、
三
月
十
二
日
（
日
）

十
一
時
に
『
彼
岸
法
要
』
を
本
堂
で

行
い
ま
す
。 

ご
家
族
で
、
又
は
代
表
の
方
の
み
で

も
ご
参
列
下
さ
い
。 

初
彼
岸
各
家
に
、
お
塔
婆
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
法
要

を
欠
席
さ
れ
る
方
は
、
お
寺
に
ご
連

絡
の
上
、
彼
岸
に
入
る
前
に
、
お
塔

婆
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

 

☆
法
要
当
日
は
、
本
堂
正
面
よ
り
ご
入

堂
下
さ
い
。 

☆
初
彼
岸
以
外
の
方
も
彼
岸
法
要
に
参

列
で
き
ま
す
。 

      

法
蔵
寺
で
は
、
二
年
に
一
回
を
目

標
に
、
参
拝
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
旅
行
の
事
を
『
団
体
参
拝
（
略

し
て
団
参
）』
と
い

い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
京

都
、
東
北
、
長
野

な
ど
訪
れ
ま
し
た
。 

今

回

は

、

山

梨
・
世
界
遺
産
「
富

士
山
」・
静
岡
方
面

に
行
き
ま
す
。 

 

日
程
な
ど
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

五
月
二
十
八
日
（
日
） 

～
二
十
九
日
（
月
） 

二
日
間
（
バ
ス
旅
行
） 

 

費
用
：
三
万
五
千
円
（
一
人
） 

締
め
切
り
：
四
月
十
二
日 

 

新
緑
の
世
界
遺
産
『
富
士
山
』
を

見
な
が
ら
、
名
所
名
跡
を
訪

ね
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。 

興
味
の
あ
る

方
は
、
ま
ず
ご

一
報
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

旅
行
行
程
は
、
本
寺

報
に
添
付
の
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。 な

お
、
法
蔵
寺
の
檀
信
徒
の
方
の

紹
介
で
し
た
ら
、
ご
友
人
や
ご
親
戚

な
ど
を
お
誘
い
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

お
申
し
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

合
掌 

 

 

   

各
地
区
お
世
話
人
様
に
は
、
日
頃

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
つ
き
ま
し
て
は
お
世
話
人

変
更
の
際
に
は
、
ご
案
内
等
で
必
要

な
た
め
、
ご
面
倒
を
か
け
ま
す
が
、

新
世
話
人
、
旧
世
話
人
、
ど
ち
ら
で

も
結
構
で
す
の
で
、
お
寺
ま
で
ご
連

絡
御
願
い
し
ま
す
。 

 
 

合
掌 

      

三
回
忌
、
十
三
回
忌
な
ど
法
事
を

催
さ
れ
る
と
き
、
服
装
の
お
問
い
合

わ
せ
を
頂
き
ま
す
。 

ご
法
事
は
、
大
切
な
節
目
の
儀
式

で
す
の
で
、
出
来
れ
ば
喪
服
で
、
ま

た
は
そ
れ
に
準
じ
る
控
え
め
な
色
の

服
で
ご
参
列
下
さ
い
。 

お
世
話
人 

変
更
時
の
御
願
い 
春

彼

岸

 

団
参
旅
行
の
ご
案
内 

 

～
一
緒
に
旅
行
に 

行
き
ま
し
ょ
う
！ 

開催日 

0288 

21-8220 

ご
法
事
の
時
の
服
装 

3               法      蔵                


